別表第一

評価項目及び評価基準

１．教育領域

	評価項目
	根拠資料・データ
	評　価　基　準

	
１．自己点検書
	
目標評価自己点検評価書（教育評価）

	
自己点検書に基づく領域全体の評価（５段階）をもって以下の評点とする。

　Ｓ評価：１００点
　Ａ評価：　７９点
　Ｂ評価：　５９点
　Ｃ評価：　３９点
　Ｄ評価：　　０点





　教育領域の評価方法

　　評価項目１の評価点を領域全体の評点とする。
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２．研究領域　※１

	評価項目
	根拠資料・データ
	評　価　基　準

	
１．学術論文

	
researchmap
「論文」
「MISC」のうち
*掲載種別　
・記事・総説・解説・論説等(学術雑誌)
・〃(国際会議ﾌﾟﾛｼｰﾃﾞｨﾝｸﾞｽ)　
・〃(大学・研究所紀要)
・〃(商業誌,新聞,ｳｪﾌﾞﾒﾃﾞｨｱ)
・〃(その他)
を対象

	
・８点×論文数

（算定方法）※２
  ５年間の点数を合計して年平均を算出する。算出した点数を当該評価項目の評価点とする。


	
２．講演・口頭発表

	
researchmap
「講演・口頭発表等」
*会議種別
･口頭発表（一般）
･口頭発表（招待・特別）
･口頭発表（基調）
･ポスター発表
　　　　　　　　を対象

	
・国際会議　２点×件数
・国内会議　０．８点×件数

（算定方法）※２
  ５年間の点数を合計して年平均を算出する。算出した点数を当該評価項目の評価点とする。


	
３．受賞

	
事務局保有データ
「教員の受賞」

事務局保有データ
「学生の受賞」

	
・発表賞など　５点×件数
・論文等に対する賞　１０点×件数
・長年の功績に対する賞　２０点×件数
・技術賞　１０点×件数

（算定方法）※２
  ５年間の点数を合計して年平均を算出する（上限４０点）。算出した点数を当該評価項目の評価点とする。


	
４．書籍等出版物作品，特許

	
researchmap
「書籍等出版物」

researchmap
「Works」

事務局保有データ
「特許」

	
・書籍等出版物　８点×件数
・Works　８点×件数
・特許（公開）　８点×件数

（算定方法）※２
  ５年間の点数の合計を合計して年平均を算出する。算出した点数を当該評価項目の評価点とする。

	
	
	


※１　学問領域の特性に配慮し，評点（標準値）の補正を可能とする。
※２　業績の積み上げ期間が評価対象期間に満たない者においては，その期間に応じた，年平均の点数を算出し，評価点とする。
                                     



　【参考】
	
５．自己点検書

	
目標評価自己点検書（研究活動状況）


	




　研究領域の評価方法

　　　評価項目１～４の評点の合計及び，職務内容や学問領域の特性等から必要と認められる者については自己点検書の内容を加味し評点とする。
　　　ただし，合計が100点を超えた場合は評点を100点とする。




３．社会・地域貢献領域
 
	評価項目
	根拠資料・データ
	評　価　基　準

	
１．技術相談

	
事務局保有データ
「技術相談記録」


	
・２点×件数

（算定方法）※
  ３年間の点数の合計を当該評価項目の評価点とする。


	
２．学会活動

	
researchmap
「委員歴」
*区分
･学協会
を対象

	
・委員　１０点×件数
　*委員長等は特に区別しない

 （算定方法）※
  ３年間の点数の合計を当該評価項目の評価点とする。


	
３．各種委員等

	
事務局保有データ
「兼業許可申請書」
*兼業を全て対象とする

	
・委員等　１０点×件数
*委員長等は特に区別しない

（算定方法）※
  ３年間の点数の合計を当該評価項目の評価点とする。


	
４．社会連携活動

	
researchmap
「社会貢献活動」
「学術貢献活動」
「メディア報道」

	
・１点×活動件数

（算定方法）※
  ３年間の点数の合計を当該評価項目の評価点とする。


	
５．大学主催事業実績等（当該年度）

	
事務局保有データ
*社会連携推進センターで把握する活動

	
・公開講座等講師等（複数回：20 点，1 回：10 点）　


	
	
	


※業績の積み上げ期間が評価対象期間に満たない者においては，評価項目５は除く項目について，その期間に応じた，年平均の点数を算出し，その点数を３倍したものを評価点とする。


　【参考】
	
６．自己点検書　　　 


	
目標評価自己点検書（社会貢献活動評価）

	




　社会・地域貢献領域の評価方法

　　　評価項目１～５の評点の合計及び，職務内容や学問領域の特性等から必要と認められる者については自己点検書の内容を加味し評点とする。
　　　ただし，合計点が100点を超えた場合は評点を100点とする。

 ４．管理運営領域
  
	評価項目
	根拠資料・データ
	評　価　基　準

	
１．学内委員会委
員等実績

	
事務局保有データ


	
・委員会等数に応じて加点
・委員会等一つにつき１０点


	
	
	

	
２．本部・室等活
動実績
　

	
事務局保有データ


	
・本部員・室員数に応じて加点
・本部員・室員一つにつき１０点（上限３０点）



	
	
	

	
３．系・センター
内管理運営活動
実績


	
事務局保有データ
自己点検書記載データ
	
・系・センター内の活動数に応じて評価
・活動一件につき１０点（上限２０点）

（例：各リサーチセンターの長，系内会計担当，系内WGの委員，教員交流集会の実施担当　等）


	
	
	

	
４．教育研究プロ
ジェクト貢献実
績
　

	
事務局保有データ
自己点検書記載データ

	
・活動数に応じて評価　
・活動一件につき１０点（上限２０点）
（競争的研究費申請WG等の活動他，大学の管理運営関係での実績。系・センター内の実績は除く。）

（例：全学的に獲得を目指す補助金の申請書作業の補助やその実施責任者，高専訪問担当，留学生受入プロジェクトの受入担当　等）





  【参考】
	
５．自己点検書　


	
目標評価自己点検書
（管理運営活動評価）

	






 管理運営領域の評価方法

 　　評価項目１～４の評点の合計及び，職務内容や学問領域の特性等から必要と認められる者については自己点検書の内容を加味し評点とする。
　　ただし，合計点が100点を超えた場合は評点を100点とする。
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